
 

 

 

 

 

 

天中祭のローテ練習が始まりましたが、例年にない悪天候に見舞われ、生徒のみんなも

先生たちもやきもきしています。人間の力ではどうすることもできない天候のこととは

いえ、十分に練習できないまま、天中祭、特に体育の部を迎えるのはとても悔しい気がします。それで

も、限られた時間と条件の下、みんな精一杯に練習に取り組んでいる姿を見ていると、感心すらします。 

以前も書いたように、これほど大人数でひとつのことに取り組み、創り上げるというのはなかなかな

いことです。２年前、天王中学校に勤務していたＡＬＴのジェフ先生が、全校で合唱している様子を見

て「アメリカでは、学校でもこんなに大勢で歌うことなどないから、素晴らしい！」と大絶賛していま

した。確かに、体育館を震わせる全校合唱の歌声には、毎年度、感動します。大きく、美しい歌声が響

き合うあの時間は、本当に特別なもの。そんな素晴らしい経験ができるのも今だけかも

しれません。 

この先も、天候に左右されることがあるかもしれませんが、ひとりひとりが真剣に練

習に励む中で、同じ目標をもつ仲間と協力し合い、みんなでひとつものを創りあげてい

けるとよいと思います。今しかできないことに、ぜひ全力を傾けてください。 
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気をつけよう！ 

服装は大丈夫ですか？ 

・シャツは入っていますか。 

・腕まくりをしていませんか。 

・ポケットサイズのタオルを使

用していますか。 

体調管理は大丈夫ですか？ 

・水筒を持ってきて、適度な水

分補給をしていますか。 

 

みんなが決められたルールを

守って活動することが、天中祭

を楽しむコツだと思います。「自

分だけなら…」ではなく、ひと

りひとりが「自分だけでも…」

という意識をもって行動すれ

ば、きっと実のある練習ができ

て、素晴らしい天中祭になるは

ずです！！ 

ちょっとだけ相手のことを・・・ 
先日の朝礼で、校長先生が話されたことが心に残っ

ています。 

 
天中祭の練習において、仲間との衝突が起こる

かもしれない。そんな時には“ちょっとだけ相
手の気持ちを考えてみよう”。 

 

これは、天中祭の練習だけに限らず、普段の生活に

おいても必要なこと。「自分はがんばっているのに！」

「こっちのことも考えず、勝手なことばかり言っ

て！」「全然、協力してくれない！」「自分の意見は全

く聞いてもらえない！」「あの人はサボってばかりで

何もやらない！」などなど…人はつい周囲に批判的に

なり、不満をもらい、時には衝突をしてしまいます。

衝突は決して悪いことではありません。悪いのは、相

手のことを知ろうともしないで、文句ばかり言うこと

です。なぜ相手はこう思うのか、こんなことをするの

か、“ちょっとだけ相手の気持ちを考えてみ”て、相

手の立場に身を置いてみましょう。そうすると、「そ

うだったのか！」と気づくことができるかもしれませ

ん。相手とのすれ違いは、互いにじっくり話をしない

ことから生まれることがほとんどだと私は考えてい

ます。相手に不満をもったら、まずは“ちょっとだけ

相手の気持ちを考えてみよう”。 


